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別紙様式２（高） 
   令和８年度  県立日立第二高等学校自己評価表 

 

目指す学校像 
99年に及ぶ女子教育の歴史と伝統の上に立ち、変化してゆく現代社会にあって、校章の野ばらのごとく「清らにつつましく、踏まれても、刈られて

も、たくましく、美しく」生きていく意欲と感性豊かな人間の育成に努め、確かな学力を育むとともに、生徒一人ひとりの知的・道徳的・芸術的・身

体的な能力を最大限に伸ばし、調和のとれた人間の形成を図る。 

三つの方針 具体的目標 

「三つの方針」

（スクール・ポ

リシー） 

「育成を目指す資質・能力に関する

方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

（長期的目標） 

① 夢を形にする力 確かな学力と志を持ち、未知の課題に挑戦し進路を切り拓く生徒。女子教育の建学精神の

もと、生きていく意欲と感性豊かなリーダーシップの醸成。 

② 自律と調和の精神 他者への思いやりと気品を持ち、知的・道徳的・芸術的・身体的な能力を最大限に伸ば

し、共生社会で自立できる人材を育成。 

③ 共創する力 誠実に取り組み、地域社会や多様な文化を持つ人々と協力して、よりよい未来を共に創り出そ

うとする生徒。 

 「教育課程の編成及び実施に関す

る方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

 

（中期的目標） 

① 個別最適な学びと対話 習熟度別授業や ICT活用、対話を通じた協働学習を実践し、個々の「わかる」を支

援しながら高度な思考力を育成。 

② 看護・医療とキャリア教育の充実 キャリア教育を通じて、専門職としての倫理観や誠実な職業観を養い、「看

護・医療コース」での専門的な学習や医療機関と連携した体験学習の充実。 

③ 豊かな体験と国際教育 学校行事や国際教育講演会などを通じ、個性を伸ばしながら国際的な視野と豊かな

感性を育む。 

「入学者の受入れに関する方針」 

（アドミッション・ポリシー） 

（短期的目標） 

① 誠実な姿勢 基本的な生活習慣を確立し、社会のルールやマナーを大切にしながら、誠実な心構えで充実し

た高校生活を送ろうとする責任感のある生徒。 

② 学びへの意欲 基礎学力を着実に定着させ、確かな学力を活用し、特に看護・医療・福祉や国際交流に強い

関心を持ち、主体的に学習に取り組む生徒。 

③ 挑戦と協働 行事、部活動、ボランティア活動などに粘り強く取り組み、仲間と共に切磋琢磨して自分を高

めたいという熱意を持つ生徒、夢を原動力とし日々努力する生徒。 
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 昨年度の成果と課題 重 点 項 目 重 点 目 標 達成状況 

【成果】 
(1) 生徒の希望する進路を実現するため

に、授業をはじめ、面接指導・課外授
業等、継続的指導により、ほぼ 100％の
生徒が進路希望を実現した。 

(2)部活動加入率は約６割で、加入生徒は活
発に活動している。バレーボール部がビー
チバレーボール全国大会で入賞、６人制バ
レーでも県新人大会で準優勝するという快
挙を成し遂げた。JRC や放送部、吹奏楽部
等は地域からの要請を受けて各イベントで
活躍した。 
(3)国際理解教育では、南アフリカ出身の
ALT による講演会を実施した。英語コミュ
ニケーションコースの生徒らは Tokyo 
Global Gateway（東京英語村）で学びを深
めた。 
【課題】 
(1)「主体的・対話的で深い学び」及びタブ
レット・電子黒板等のICTを活用した効果的
な授業実現のために、校内の相互授業参観
等、教職員で一層の授業改善に取り組む。 
(2)ポスターやパンフレットの内容を見直
し、中学校・地域等に対して積極的な広報
活動を行う。本校の特色や生徒の活動の様
子等のPRを工夫し、地域とともにある学校
としての認知も確実なものにして、中学校
・地域の本校への期待を把握してそれに応
えることにより本校志願者数を増加させる
。 

１ 中卒者数の大幅減
に対応するため更な
る戦略的広報活動を
展開する。 

① 「本校を知ってもらって、来てもらって、見てもらって、体験してもらう」広報

活動を強化するため、ポスターやパンフレットの工夫、学校見学会の工夫に取組

む。 

② 「コミュニティ・スクール」としての強みを最大限に生かし、地域と連携を深め
ることで、本校の教育方針を理解してもらい、地域とともにある学校と認知され
ることで受検生の増加につなげる。 

 

 

２ 個に応じた教育を
推進し、確かな学力
の定着に資する授業
改善に努め、進路実
現に導く。 

③ ICTを効果的に活用して授業改善に努め、個別最適化された「主体的・対話的で

深い学び」の実現を図る。 

④ 公開授業や相互授業参観の実施など、学習指導の質的向上を目指した校内研修体

制の充実を図る。 

⑤ 学び直しや基礎学力の定着を図り、自ら意欲的に学力向上を目指す生徒の育成に

努める。 

⑥ 生徒と向き合う時間の確保に努め、適切な助言により生徒の学習意欲を向上、維

持させる。 

⑦ 「総合的な探究の時間」や「チャレンジ・プロジェクト事業」を通して、生徒に

寄り添った体験学習を実践し、進路意識の高揚に努める。 

⑧ 看護・医療コースの特徴あるカリキュラムを十分に活用し、看護・医療を志す生

徒の進路希望実現を援助する。 

※数値目標（生徒の授業満足度、肯定的評価80％以上） 

 ※数値目標（進路希望決定率100％） 

 

３ 基本的生活習慣の
定着と規範意識の高
揚を図り、自己の確
立を目指す。 

⑨ しとやかな身だしなみに基づき、温順に快活な生活習慣を身に付けさせる。 

⑩ 清らに美しく生活するために、全員清掃による美化活動に努める。 

⑪ 集団の一員としての自覚を高め、他者と協働しながら課題に挑戦して解決するこ
とができる力の育成に努める。 
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４ 特別活動の活性化
を図り、豊かな人間
性を培う。 

⑫ 自主的・主体的な部活動や生徒会活動を奨励し、キャリアパスポートを活用して
心身共に調和のとれた生徒の育成に努める。 

⑬ 学校行事を通して、直面する課題に適切に対応できる能力を育成する「シティズ
ンシップ教育」の推進に、積極的に取り組む。 
 

 

５ 国際理解教育を推
進し、国際人として
の素養の涵養に努め
る。 

⑭ 英語によるコミュニケーションの機会を積極的に創出し、英語を使いながら学ぶ
体験的な学習方法の確立を目指す。 

⑮ 英語を学ぶ・英語で学ぶ・ともに学ぶ姿勢で、「使うための英語」を身につけさ
せる。 

⑯ ＡＬＴや社会人講師との英会話を通して実践的英語力育成と異文化理解の促進に
努める。 

※数値目標（年間英検受検者数：２級10名以上、準２級30名以上） 
 

 

６ 活力と魅力ある学
校づくりの推進に努
める。 

⑰ 県立学校改革基本プランに沿った継続的検討を進める。 
⑱ 働き方改革を促進するため、ICTを活用した効率化や部活動の精選等、教職員の業

務の見直しを推進する。 
⑲ 「県立日立第二高等学校の部活動に係る活動方針」に従い、安全に、短時間で効

率的な部活動を実施する。 
 

 

 

 

 

 

評価項目 具体的目標 具 体 的 方 策 評価 次年度（学期）への主な課題 

教科指導 

 創意工夫をこらした指導と 

充実した授業の展開 

「主体的・対話的で深い学び」の実現とタブレット・電子黒板等のIC

T活用のため、授業改善に取り組み、分かる授業を展開する。 

生徒の授業満足度、肯定的評価 80％            ③④⑤ 

 

 

 

総合的な探究の時間（野ばらタイム）をスムーズに運営する。   ⑤  

 年間指導計画に基づいた授 

業の展開 

シラバスを活用し、計画通りの指導内容や進度を達成する。   ④⑤  

観点別評価を推進し、指導の改善を図る。           ③⑤  

 授業時間の確保と学力の向 

上 

出張、年休の際に、授業交換を確実に行う。           ⑤  

相互授業参観、校内研修会等を計画的、体系的に行い、授業改善の意

識を高める。                       ③④⑤ 
 

 

 

 

国 

 

 

語 

 創意工夫をこらした指導と

充実した授業の展開 

教材研究を十分に行い、生徒の実態に合った授業やICTを活用した授業

を展開する。言語活動を豊かにしようとする積極的な態度や思考力の

育成を図る。                       ③④ 

 
 

 

 年間指導計画の作成と活用 作成したシラバスを活用し、見通しをもったスムーズな授業を展開、  
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教 

 

 

 

 

科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 

 

 

 

 

 

 

 進度を実現する。                     ④⑤ 

 授業時間の確保と学力の向

上 

 

 

 

出張・年休の際の授業交換を確実に行い、授業時間確保に努める。⑥  

毎時間の授業で達成感を持たせるように努め、また、小論文講座との

連携を図り、受験・就職試験等にも対応できる力を育成する。 ⑤⑥ 
 

基礎学力の定着及び向上のための週末課題の工夫と、成績不振者に対

する指導を計画的に行う。                             ⑤⑥ 
 

地 

歴 

・ 

公 

民 

 基礎基本の学力の定着 

 

定期的に課題プリント等を出して、学習習慣を身につけさせる。③⑤ 
 

 

 

定期考査前後に、理解の不十分な生徒への指導を実施する。   ③⑤  

 多様化した生徒に対応する

指導方法の工夫 

 

 

ＩＣＴ機器を積極的に活用し、生徒の自主的、自発的な学習を支援す

る。                                           ⑤ 
 

新聞記事やテレビのニュースなどを通して、社会への興味・関心を持

たせ、自らの価値観や意見の形成を図る。            ⑪ 
 

 生徒の進路希望に対応した

学習指導 

受験対応のため、課外授業や小論文指導を実施する。     ③⑤⑦ 

 
 

数 

 

 

学 

 密度の高い授業実践 

 

到達目標を定め、計画的な授業を実践する。授業終了後、指導内容を

点検し、次の授業に生かす。                               ③ 
 

 

 

 基礎学力の定着 教科書の設問や問題集の演習を通し、基礎学力の定着を目指す。③⑤  

 家庭学習の習慣化 授業終了時に問題集等から課題を与え、家庭学習の定着を図る。 ③  

 成就感・達成感の獲得 机間指導中における声かけを十分に行うことや、個々の生徒に適した

課題を与えることを通して、成就感・達成感を持てる授業の展開に努

める。                                                ③ 

 

理 

 

 

 

 

科 

 生徒の自然に対する興味・

関心や探究心の向上 

 

 

ＩＣＴ機器を積極的に活用する等、教科指導法の創意工夫と改善に取

り組み、魅力的で分かりやすい授業を展開する。               ③ 
 

 

 

生徒による授業評価を実施して、生徒の実態にあった授業法を確立す

る。                                                 ③⑥ 
 

 希望進路を実現させる確か

な学力の養成  

適切な問題演習の時間を確保し、密度の濃い課外授業を行う。 ③⑤  

学習習慣を確立する働きかけを行い、家庭学習時間の増加を促す｡ ③  

 科学的に探究する態度の育

成 

生徒が主体的に実験や観察を行う機会をできるだけ多く設定する。③  

探究の過程を通して基本的概念、原理、法則を系統的に理解させる③  

保  心と体の健康に基づいた活 体育の授業で効果的にICTを活用し、生徒が意欲的に取り組む授業を展    
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科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 

 

 

 

 

 

 

健 

体 

育 

気ある生活を営む態度の育

成 

 

開する。                          ③ 

個人や集団の実技指導により、各種ｽﾎﾟｰﾂの技術の向上を図る。  ⑤  

パワーアップ体操の実施により、基礎体力の向上を図る。       ⑤  

 主体的に健康管理ができる

保健指導の充実 

生涯を通じて、心身の健康や環境を適切に管理し、改善していくため

の資質・能力を育成するとともに健康の維持増進を図る。     ③⑤ 
 

芸術 

(音楽) 

生涯にわたり音楽を愛好す

る心情の育成 

音楽に対する興味や関心を高めるため、多種多様な音楽を用いて、歌

唱、器楽、鑑賞、創作の授業を展開する。          ③⑤ 
 

 

 

 

感性の向上を目指した音楽

文化の理解と鑑賞の充実 

鑑賞を通して、音楽の歴史や文化、音楽と生活や社会とのつながりに

ついて理解を深める中で、豊かな感性を育成する。       ③⑥ 
 

個性豊かな表現力と他者と

の協働を通した思考力育成 

基礎力の定着を図り、表現や鑑賞において他者と協働しながら合奏し

躓きを克服できる思考力・表現力を育成する。         ⑤⑪ 
 

芸 術 

(美術) 

 創意工夫をこらした指導と

主体的・対話的な充実した授

業の展開 

美的体験を豊かにする題材の設定と教材研究を十分に行い、ICTを活用

し、より生徒が意欲的に取り組む授業を展開する。       ③  

 

 

 生涯にわたり美術を愛好す

る心情の育成 

作品制作や鑑賞教育を通し、美術と他の芸術や、時代、社会との関わ

りに関して興味関心を高める。                ③⑤ 
 

 美術を通した思考力・表現

力の育成 

作品の主題や背景を読み取る鑑賞や、発想構想を重視した表現活動、

言語活動を含む授業を設定し、生徒の思考力・表現力を育成する。③ 
 

外 

国 

語 

(英語) 

 英語に対する興味付け 

 

 

 

ALTとのTTの工夫、学校外活動の実施などを通し、コミュニケーション

の手段としての英語の重要性を理解させる。            ④⑪⑭⑮⑯ 
 

 

 

英検等の資格試験の情報を的確に与え、英検課外などを通して積極的

に挑戦し、進路実現へとつなげさせる。               ③⑮ 
 

 家庭学習の習慣化 

 

予習の仕方を的確に指導し、家庭学習の習慣化と効率的な学習方法を

理解させる。                                           ③⑤ 
 

 基礎学力の定着 

 

 

 

定期的に小テストを実施することにより、生徒に理解の程度を把握さ

せる。                                                 ③⑤ 
 

昼休みや放課後に生徒の質問に積極的に応じ、それぞれの疑問点の解

消に取り組む。                                          ③⑤ 
 

 英語による活動の推進と指

導研究 

英語による活動を通して、英語による思考力・判断力・表現力を育成

する。                           ③⑭⑮ 
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科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際理解教育の推進 異文化を理解尊重するとともに、我が国の文化や伝統を大切にする態

度の育成を図る。                     ⑭⑮⑯ 
 

ALTや外国人講師、社会人講師の積極的な活用を図る。     ⑭⑮⑯  

大学や地域、外部機関との連携を図り、有効な体験活動や学習指導を

実施する。                      ②③⑭⑮⑯  

家 

 

庭 

基礎的な知識と技能の習得 実践的・体験的な学習活動を通して、生活を主体的に営むために必要

な基礎的な知識と技能を習得させる。              ⑤ 
 

 

 

課題解決能力の育成 ホームプロジェクトや学校家庭クラブ活動を通して、生活の中から問

題を見いだし、解決方法を考え、実践する力を育てる。   ③⑪⑬ 
 

自己の生活と社会を結びつ

けた学習の充実 

現代社会の様々な課題を自己の課題としてとらえ、多面的・多角的に

考察する力を養う。                    ③⑤ 
 

情 

 

報 

 情報に関する科学的な見方

や考え方の育成 

新課程に沿った内容で、講義･実習を通して、情報に関する科学的な見

方や考え方を養う。                    ⑤⑥ 
 

 

 

 社会の情報化の進展に主体

的に対応できる能力の育成 

情報モラルや情報に対する責任を理解し、情報及び情報技術を適切に

活用しながら、情報社会に主体的に関わろうとする力を養う。   ⑪ 
 

授業展開の研究 「主体的・対話的で深い学び」と、学力の向上、および自ら進路実現

を目指せるよう授業を工夫し適切な助言指導をしていく。  ③⑤⑥ 

 

 

 

教 務 

 教育課程の課題の検討と改

善 

令和４年度入学生から始まった新教育課程及び看護・医療コースの成

果と課題を検証し、改善につなげる。                 ⑧ 
 

 

 

 授業時間の確保 出張、年休の時に授業交換を確実に行う。             ⑤  

 広報活動の充実 中学校訪問、ポスターの配布、学校通信の配布等を通じて、中学校・

地域への情報発信をより充実させる。              ① 
 

 観点別評価の推進 観点別学習状況の評価を推進し、評価を指導の改善につなげる。  ⑤  

 看護・医療コースの運営強化 看護・医療コースの運営について進路指導部に協力して、体制を整え

る。                           ⑦⑧ 
 

情報機器の機材更新（校務支

援システムの運用を含む）、

学習用端末の利活用・指導法

研究 

より効果的な情報環境の整備をする。情報セキュリティ実施手順に対

する職員の共通理解を図りながら、学習用端末の利活用と指導法の

研究に努める。                      ③ 
 

図書館の積極的利用の推進

と、書籍・図書館企画の充実 

図書委員会の活性化を図り、図書館の利用率を高める工夫をする。 

                                ⑤⑪ 
 

生徒のニーズに応じた書籍等も選定し、蔵書の充実化を図る。  ⑤⑥  



- 7 - 

図書館の蔵書に関するＯＡ化 図書館利用者の円滑な図書検索が可能となるように努力する。    ⑤  

Eggシステムを有効活用するための環境を整え、蔵書管理のＯＡ化を進

める。                              ④ 
 

生徒指導 

 基本的な生活習慣の確立と

自主的自律的な態度の育成 

 

 

 

毎月の登校指導で、挨拶・服装・頭髪・遅刻指導等を行う。     ⑨  

 

 

生徒とのコミュニケーションを充実させて、家庭との連携を深めなが

ら、基本的な生活習慣の確立を図る。             ⑨⑪ 
 

教室移動の際、集合時間の厳守と貴重品袋の使用を習慣づけて、盗難

防止対策の徹底を図る。                                    ⑨⑪ 
 

 学校の安全管理の徹底、特に

メディア関係に関する対策指

導の充実 

 

 

交通安全・防犯（特にネット関係）・薬物乱用等の講演会を開催し、

理解を深める。ネットパトロールを実施する。          ⑪ 
 

不審者・変質者対策の充実を図る。（迅速な対応）              ⑨  

自転車通学者の通学届の提出・点検等を定期的に行い、交通安全の充

実を図る。                                                ⑨⑪ 
 

ＰＴＡ役員・保護者との連携

を密にして、ＰＴＡ活動の円

滑な運営を図る。 

学校の実態に即した、ＰＴＡ事業の精選、組織の編成やＰＴＡ規約の

検討を行う。                       ⑰⑱ 
 

本校の創立100周年記念事業準備への対応を考慮した活動を行う。 

①② 
 

進路指導 

生徒の進路意識の高揚と、生

徒が自己実現するための支援

を推進する。 

 

進学係、就職係、学習指導係と、各学年とが連携し、生徒面談や進路

希望調査、到達度テスト・各種模擬試験を実施し、生徒状況を把握す

る。                           ⑤⑥ 

 

 

 

基礎学力の向上に努めるとともに、多様なキャリアガイダンスを行う

他、面接指導、課外指導、土曜開放等の個に応じた指導も行い、学習

環境の充実に努める。                   ⑤⑥ 

 

生徒の学習意欲の向上と進路希望の実現するため、「進路資料」等の

進路情報も有効に活用して、進路未定者をゼロに近づける。  ⑤⑥ 
 

教育環境の変化を踏まえたキ

ャリア教育の充実と支援体制

の強化を図る。 

出張講義・インターンシップ・大学見学会・講演会等の行事において

、外部講師・機関との交渉を計画的に進め、３年間の計画的指導に努

める。                           ④ 

 

改革に対応するため、「総合的な探究の時間」における探究活動を推

進する等、教科と連携して授業のあり方の検討・実施に努める。④⑦ 
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 看護医療コースの運営や、２年・３年特進クラスの在り方を検討・実

施する。                         ④⑧  

特別活動 

 生徒会、各種委員会活動等の

活性化 

 

生徒会活動や学校行事での自主的・主体的な活動の支援に努める。 

学校行事を通して、直面する課題に適切に対応できる能力を育成する

「シティズンシップ教育」の推進に、積極的に取り組む。    ⑪⑫ 

 

 

 

各種委員会活動の計画的な運営や充実に努める。             ⑪⑫  

 ＨＲ活動の活性化と充実 

 

ＨＲ活動で、生徒の主体的な取り組みを支援し、成就感や達成感を体

験させる。                                                  ⑫ 
 

キャリアパスポートを活用し、高校生活の見通しと振り返りにより生

徒にとって今後の人生の「道しるべ」となるようにする。     ⑬ 

 部活動の活性化と活気ある

校風の形成 

 

体育部、文化部への積極的加入を促し、安全に、短時間で効率的な活

動を実施する。                               ⑪⑬⑲ 
 

ボランティア活動等への積極的な参加により社会性を育てる。  ⑪⑫  

 

 

 

 

 

 

保  健 

 

 

 

 

 学習環境の整備 

 

 

 

 

毎日、清掃を徹底する。                          ⑩⑬  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室内外の整理整頓に努める。                             ⑩⑪  

環境衛生検査（照度・空気・水質・ダニ・放射線等）を定期的に実施

し、適切な学習環境を整える。特に換気の徹底に努める。     ⑩ 
 

教室での冷暖房の適切な使用を促す。             ⑪  

敷地内禁煙の徹底に向けて、教職員の協力態勢の確立に努める。  ⑪  

 保健指導の充実 

 

 

保健指導及び健康管理指導の充実を図り、生徒一人ひとりが自分の体

調管理をできるようにする。                                 ⑪ 
 

必用な情報を､ その都度保健だよりにまとめ､ 生徒に周知する。  ⑪  

 施設設備の点検と安全管理 定期的に施設・設備を点検し、安全な教育環境を整備する。     ⑩  

危機管理マニュアルを整え、非常時の対応に備える。印刷したものを

一部職員室にて保管する。                   ⑪ 
 

精神面でのサポート強化 生徒の精神面でのサポートをするとともに、関係者との連携を図りな

がら、解決に導くようにする。                                ⑪ 
 

適度な人間関係の構築方法や、友人間のトラブルの解消法などを学ぶ

機会を設ける。                            ⑪ 
 

第１学年 
基本的生活習慣と自律した

生活習慣の確立 

挨拶を励行し、規律ある生活習慣を身につけるとともに、円滑な人間

関係を築く力と礼儀を育成する。               ⑨⑩⑪ 
  

 



- 9 - 

提出物の期限を守るなど、卒業時を見据えた自己管理能力を養う。 

    ⑨⑩ 
 

身なりを整える習慣を徹底し、高校生としてのあるべき姿や態度を養

う。                            ⑨ 
 

清掃の習慣を身につけさせ、快適な学習環境や生活環境を整える。⑩ 
 

進路を見据えた学習習慣の

確立 

 

予習復習や課題等を通して基礎学力の定着を図る。      ③④⑤  

課外（平常・夏季・冬季）への積極的な参加を促し、進路実現のため

の応用力の育成を図る。                   ⑤⑥ 
 

検定試験への積極的な受験、ボランティア等の校外活動への積極的な

参加を促す。                        ③ 
 

進路ガイダンスや進路講演会などの行事をきっかけに、主体的に自ら

の進路を切り開く力を養う。                 ⑦ 
 

人間力の育成 

 

 

 

部活動や生徒会活動、学校行事への積極的な参加を通して、健全な人

間関係を育成する。                                ⑫⑬ 
 

ＨＲ活動や委員会・係活動などを通し、協調性があり、おおらかで豊

かな心を育む。                      ⑨⑪ 

 

 

教員の声かけや面談を通し生徒の変化に気づき、様々な悩みやつまず

きの把握に努め、早期の対応を図る。             ⑨  

第２学年 

基本的生活習慣と自律した

生活習慣の確立 

 

 

挨拶を励行し、規則正しい生活習慣を心がけ、登校リズムを整えさせ

る。                            ⑨⑩⑪ 
 

 

 

校則を遵守し、日立二高生らしい容姿を身につけさせる。    ⑨⑩  

清掃の意識を高め、清潔な生活環境や学習環境を整える。    ⑩⑪  

進路を見据えた学習習慣の

確立 

 

 

 

 

 

各教科で予習・復習の習慣づけを工夫し、基礎学力の確立を図る。 

                               ③④⑤ 
 

スタディサプリの積極的な活用、朝学、各授業、到達度テスト、検定

試験への積極的な受検、インターンシップやボランティア等の校外活

動への積極的な参加を促す。              ④⑤⑥⑦ 

 

課外授業、資格試験への積極的参加を促し、進路意識の高揚を図る。                  

③⑤⑦⑪ 
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 類型コースのカリキュラムを十分に活用し、目指す進路につなげられ

る力を養う。                     ③⑤⑥⑦ 
 

 人間力の育成 

 

 

 

 

 

部活動や生徒会活動、学校行事への積極的参加を促し、心身ともに健

康な生徒を育成する。                            ⑥⑫⑬ 
 

ＨＲ活動や委員会・係活動を通し、誰とでも協調、協働できるおおら

かで豊かな心を育む。                                 ⑫⑬ 
 

教員の声かけや面談を通し生徒の変化に気づき、様々な悩みやつまず

きの把握に努め、各分掌等と連携をとりながら早期の対応を図る。 

    ③⑪⑬ 

 

修学旅行に向けて十分な事前指導を行い、平和および自然環境につい

て自ら考える力を養う。                   ⑬        
 

第３学年 

基本的生活習慣と自律した

態度の確立 

 

規則正しい生活習慣を心がけ、自己管理能力を高め、登校リズムを整

えさせる。                         ⑨⑩⑪ 
 

 

 

挨拶を励行し、授業や集会等での聞く態度を育成する。     ⑨⑪ 
 

手帳やClassroom等を活用し、必要な情報の獲得や提出物の期限を守る

など、自己管理能力を養う。                ⑩⑪  

校則を遵守し、二高生らしいさわやかな容姿を身につけさせる。 ⑪  

毎日清掃を徹底し、学習用品の整頓、清潔な生活環境・学習環境を整

える。                           ⑪ 
 

進路を見据えた学習習慣の

確立 

 

 

 

 

 

 

各教科で予習・復習の習慣づけを工夫し、学力の確立を図る。  ④⑤  

課外（平常・夏季・冬季）への積極的な参加を促す。     ⑤⑥⑦  

スタディサポートの積極的な活用（朝学・各授業・到達度テスト・ポ

ートフォリオ等）、検定試験への積極的な受験、ボランティア等の校

外活動への積極的な参加を促す。              ⑤⑥⑪ 

 

進路ガイダンスや進路講演会の機会、手帳等を有効に活用し、自らの

活動の足跡を把握し、主体的に進路を切り開く力を養う。  ⑤⑥⑦ 
 

類型コースのカリキュラムや系統別学習を十分に活用し、目指す進路

につなげられる力を養う。                 ⑤⑥ 
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人間力の育成 

 

 

部活動や生徒会活動、学校行事への積極的な参加を促し、心身ともに

健康な生徒を育成する。                   ⑪⑫ 
 

HR活動や委員会・係活動を通し、誰とでも協調・協働できるおおらか

で豊かな心を育む。                       ⑪⑫⑬ 
 

教員の声かけや面談を通し生徒の変化に気づき、様々な悩みやつまず

きの把握に努め、各分掌等と連携をとりながら、早期の対応を図る。 

                ⑥⑪ 

 

  評価基準〔Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する〕 

  Ａ・・・十分達成できている  Ｂ・・・達成できている  Ｃ・・・概ね達成できている  Ｄ・・・不十分である  Ｅ・・・できていない 


